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いについて述べる。宮武正道は奈良県出身のアマチュアの言語研究者で、1912 年 9 月 6 日
に奈良で生まれた。生家は現在の近鉄奈良駅にほど近い場所にあり、彼の父は奈良で八代続
く製墨店を営んでいた。能を愛した宮武の父は、自宅に能舞台を作るほどの風流人だった




















約 10 日の航海を経てマカッサルに到着した後、スラバヤに至る（ibid.: 142）。彼はインドネ
シアに 1932 年 8 月 3 日から 17 日まで滞在しており、その間、スラバヤ、スマラン、バタ
ヴィア、バンドン、ジョグジャ、ソロとめぐり、スラバヤから帰国している。 




る前の 1944 年 8 月 16 日、彼はこの世を去った。32 歳の若さだった。 
 
2-2 マレー語学習とマレー語辞書 
 宮武がインドネシアに滞在した際に知り合った一人が現地新聞 Bintang Timur 紙の主幹



















上田 達、James T. Collins、Karim Harun 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
─  ─ 140 
・越智有『馬日辞典』、南洋協会台湾支部（台湾総督府内）、大正 12 年（1923）. 
・平岡潤造、バチー・ビン・ウォンチ（共著）『馬来 - 日本語字典』、南洋協会台湾支部  
（台湾総督府内）、昭和 2 年（1927）. 
・増淵佐平『実用馬来語辞書』花屋商会書籍部（シンガポール）、昭和 2 年（1927）. 
 
 宮武が参照していた辞書の一つが『馬来 -日本語字典』（南洋協会台湾支部、1927 年）で
ある。宮武はこれを評価する一方で、同書が英国人のマレー語研究者 Wilkinson の手によ



















年 11 月 20 日に制定された「南方占領地行政実施要項」は、東南アジアにおける占領政策
の指針を示している。この中で治安回復、国防資源獲得、作戦軍現地自活の三大原則が掲げ
られた。この原則に基づいて、マレー語やフィリピン語の現地語習得が目指された（江利川
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 こうした状況の中で、1941 年 12 月にマレー半島コタバルに日本軍が上陸して、いわゆ
る太平洋戦争が開戦する二ヶ月前には、海軍軍司令部によって簡素な単語帳と会話集から
なる『馬来語会話参考書』が刊行された（ibid.: 132）。同 11 月には後に首相となる東條英
機が陸軍大臣として序文を寄せた『最新馬来語要諦』が刊行された。さらにはコタバル上陸
直後の 12 月には陸軍参謀本部から旺文社の赤尾好夫に辞典の刊行が依頼された。突貫工事
でなされた辞書編纂は、日本軍がシンガポールを攻略した 1942 年 2 月 15 日に『馬来語大
辞典』として組版が終了し、同辞書は 4 月に出版されることになった。宮武のマレー語辞書
への取り組みも、こうした国策の中に組み込まれていたと見ることが出来る。 
 宮武は上記の『馬来語大辞典』の出版された翌月である 3 月に『コンサイス馬来語新辞
典』（興亜協会編『コンサイス馬来語新辞典』宮武正道著、宇治武夫・ラーデン・スジョノ











してこない 9。しかし、1942 年の『コンサイス』は 1942 年 3 月 21 日の紙面に出たのを皮
切りに、1944 年まで 29 回の登場回数を誇る。とりわけ、出版した 1942 年 3 月以降、9
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「増刷が出来た。売り切れぬうちにお求めください――標準辞書として現地で採
用されている---（中略）---正確無比・類比書を圧する馬来語辞書の最高峰！」（1943
年 6 月 10 日） 
    「現地標準辞書、南進必携」（1943 年 9 月 10 日） 
    「現地での活動に本辞典は絶対必要である」（1944 年 1 月 24 日） 
    「既刊 10 万突破」（1944 年 1 月 29 日） 
 
表 1: 宮武が関与したマレー語辞書 10 
 
辞書 収録語数 頁数 価格 
宮武 1938 6,000 224（42 頁に及ぶ文法ガイドを含む） 1.1 円 
宮武 1942a 60,000 334（323 頁から 334 頁までの文法解説を含む） 3.8 円 




盟編纂『標準馬来語大辞典』博文館 1943 年 7 月； Kamoes Bahasa Melajoe 
(Indonesia)-Nippon Jang Lengkap）にも結実する。彼が関わった最後のマレー語辞書と
なった 1943 年の辞書は、刊行された後、新聞広告にはまったく登場していない。出版前の
1941 年 10 月 29 日に予告の広告が打たれているだけである。また、彼の辞書と同じ時代に
出された辞書に、上述の武富正一による『馬来語大辞典』がある。出版されたのは 1942 年
4 月 15 日のことである。しかし、こちらも新聞広告に 13 回登場するのみである。宮武の
辞書が 3 円 80 銭だったのに対して、こちらは定価が 20 円であり、一般向けというよりは



















ー語-英語辞書の Wilkinson（1902, 1932）である 12。インドネシアを支配下に入れていた
オランダにおいて刊行されていた辞書として H.C.Klinkert の Nieuw Maleisch- 
Nederlandsch woordenboek, met Arabisch karakter, naar de beste en laatste bronnen 


















越智: 時計（掛時計に主として）、時間、--sa-tMngah j. 半時間、--sa-jam dua 一
二時間) 
Wilkinson：jam. Pers. A clock; an hour. Satengah jam: half-an-hour; Ht, Abd., 
202* Sa-jam duwa: an hour or two ; Ht. GuL Bak., 15. 
kebaya（クバヤ; 民族衣装の類） 
越智: KMbaya (Port) 外套（馬来人、混血人、志那人、の婦人用の） 
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Wilkinson: kMbaya. [Port, cabaya,] Baju kebaya: a long outer garment worn by 
Malay, Eurasian and Straits-born Chinese women; Sh. Kamp. Boy., 
13. 
topi（帽子） 
越智: Topi (Hind) 帽子（一般の）Sun-hat 
Wilkinson: topi Hind. A hat, especially a solah topee- or sun-hat. Orang 
bertopi: Europeans generally. 
celana（ズボン） 
越智: ChMlana ズボン（上部はゆるく腓によく附いてゐる） 
Wilkinson: chMlana. Trowsers loose above but closing tight round the calf; 
Kam. Kech., 11. Menyengseng ch, : to tuck up one's trowsers Sh. 
Panj. Sg. 
coli（女性用の肌着） 
越智: Choli [Hind] 印度婦人の用ひる胸衣（直接皮膚に接するもの） 
Wilkinson: choli. [Hind.: id.] A tight-fitting native corset or bodice worn next 
to the skin; Ht.Gul, Bak., 105. 
 
Wilkinson（1902）にある「Ht, Abd., 202」、「Ht. GuL Bak., 15」「Sh. Kamp.Boy., 13」
などは、それぞれ用例の根拠となる出典情報で、いずれも文学作品である 
 対照して明らかなとおり、jam も kebaya も、ほぼ内容が同一である。kebaya における、









 宮武は 1938 年と 1942 年の辞書の序文において、自分が蘭領印度で新聞や雑誌に数多く
触れていたことを強調して、自らの取り組みに自信を示している。実際にこれらの媒体で使
われている語に特に注意しながら、彼は辞書を編集したと思われる（cf. 黒岩 2011; 舟田、
工藤 2017）。1942 年の『コンサイス』の序文では次のように述べている。 
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    kaus 
    越智: Kaus ①靴②(Eng)寝臺” 
    宮武: kaos [Ned] =kaoes 襯衣（シャツ） kaoes kaki 靴下; kaoes lampoe 
        電燈覆 badjoe kaoes シャツ 
 
Wilkinson はこの語を英語の couch であるとしているのみで、越智もまた英語からの借用
語であるとしている。これに対して、宮武（1942a）ではオランダ語由来の語として説明し、
「上衣」の訳をあて、由来する語を列挙している。英語の couch に関する言及はない。 
 宮武の辞書の独自性は英語由来の語を除いただけではない。たとえば、ketayap と choli
は、Wilkinson でそれぞれ「A little white skull-cap worn under a turban.」「[Hind.: id.] 
A tight-fitting native corset or bodice worn next to the skin; Ht.Gul, Bak., 105.」と記さ
れる。前者はマレー半島北西部のクダ州の方言とされ、後者は英領マラヤに移住してきた
インド系の人々と関連する単語とされている。これらの英領マラヤの方言や、同地の社会
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状況と密接に関連する語も、宮武（1942a）に収録されていない。 






    tali（紐状のもの） 
    宮武: ①紐、綱 pertalian 接続、繋がり; tali air 小川 tali api 火縄 tali doega
水の深さを量る綱 tali hidoep 生活の糧; tali kang 馬の手綱 tali leher ね
くたい talimati (talipati) talitemari 索條綱具（船の）②25 仙（talén; 
setali tiga oeang 五十歩百歩 ③3,381 瓩 
 
語の基本的な意味を記す点で顕著な特徴はないが、下線を引いた部分は、越智（1923）に
も Wilkinson（1901, 1932）にも出てこない用例となっている 15。 
 類語において、先駆者のそれとは異なっているものとして、seluar も挙げておくことが






在のインドネシア語辞典であるKamus Besar Bahasa Indonesiaやマレーシアで出版され




 rantai という語も、一般的に使われていたマレー語の単語で、宮武だけでなく Wilkinson
らも収録している 17。 
 
    rantai（鎖） 
    宮武: ①鎖; berantai 鎖で縛る; badjoe rantai 鎧; Rantai Ke-ma`moeran Asia 
Timoer 東亜共栄圏 ②チェン（尺度）英領馬来半島用語 
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    ragam 
    宮武: ragam ①[Tan19] 調子、性質、種類 ②集る、合せる。keragaman 団,     












    Wilkinson 1901: ragam Hind. Modes in music; modulation; melody; variety of 
sound; (by metaphor) variety of colouring, nature, or temperature. 
 
宮武は、音楽に関わる語であると強調せず、ragam の持つ意味を補足しようとしているよ
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うに見える。また、二つ目の意味として挙がる「集る、合せる」は、越智、Wilkinson（1901、
1932）のいずれにも見いだすことが出来ない。現代のインドネシア語辞典である Kamus 
Besar Bahasa Indonesia も同様である。だが、このエントリーは故なきものではないと筆
者らは考えている。現在、マレーシアの言語局から出版されているマレー語辞書 Kamus 








年 1 月とされており、薗田の要請を受けて 1941 年 2 月に打ち合わせを行い、作業に着手し





 たとえば、衣服を表す “pakaian”の説明は、「[Batav.] 用ふ、著る、つける（俗語では
pake'ともいふ）pakaian 着物、身に着けるもの（着物、武器、馬具、寶石等）」で始まり、
用例や成句を記すが、これも、次の通りWilkinsonの同項の説明の冒頭とほぼ同じである。
“Using, observing or wearing: also (Java) pake Pakaian: anything worn; whether 







    sepatu（靴） 
宮武（1942a）: Sepatoe [Port] 靴 Sepatoe Koeda 蹄鉄 
統治学盟 (sepatu 英) [Port] 靴 (＝kasoet) sepatoe besi [N.I.] 蹄鉄 (=sepatoe 
koeda) sepatoe boet 長靴 sepatoe kain ズック靴 sepatoe koelit 皮靴
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kembang sepatoe (植) 佛桑華（ぶつさうげ）seodip sepatoe; sendok sepatoe
靴篦（べら）Toekang sepatoe 靴屋 toemit sepatoe 靴の踵 Tiada bersepatoe
靴をはいてゐない、素足の 
Wilkinson 1932 sMpatu Port.Shoe; =[Min.] sipatu. S.bMsi (N.I.) horse-shoe; Sul 
Hid.27. S.but: boot. S.kain: canvas shoe. S.kulit: leather shoe. Kembang 
S.: shoe- flower. Sudip s.: shoe-horn. Tukang s.: shoe-maker; Ht.Abd.117. 
Tumit s.: heel of shoe. Tiada bersMpatu: shoeless; barefooted; KampGlam. 





いえる 22。言葉の意味は Wilkinson のそれと内容を同じくしていることが看取できるが、




宮武（1942a）靴; berkasoet 靴を履いてゐる; kasoet sérét スリッパ kasoet 
pandjang 長靴 
統治学盟: kasoet (kasut 英) 靴; （マレーでは一般に）履き物: [Java]上流婦人の
刺繍のある履物（スリッパ） berkasoet 靴を穿いてゐる kasoet beloelang; 
kasoet getah; kasoet ilalang; kasoet kajoe; kasoet kéntjong kasoet 
pandjang; kasoet Pélembang; kasoet potong; kasoet roempoet; kasoet 
sérét; boenga kasoet; keleboet kasoet; pakai kasoet; sepsang kasoet, 
tapak kasoet, toekang kasoet; Perahoe soedah dikasoet 船は第二の龍骨が
つけ加へられた。 
Wilkinson 1932: Shoe; boot; (Mal.) footgear of any sort: (in parts of Java) 
embroidered slippers worn by ladies of rank. K.bMlulang; K.Kayu; 
K;Kenchong; K.PMlembang; K.rumput; K.seret; Bunga K.; KMrMbut k.; 
Tapak K.; Tukang K.; Sapasang K…For sandal footgear, see chapal, 
tMrompah, chMrpu. 
 
上に見るように、sepatu は kasut よりも重複箇所が多い。ただ、こうしたほぼ同内容のエ
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ントリーにおいて、わずかに違いを見せている箇所がある。そうした違いは、宮武（1942a）
で収録されている語であることは強調していいだろう。 
 宮武がコンサイスの kasut の項で示している「berkasoet 靴を履いてゐる」「kasoet 
pandjang 長靴」は、1943 年の大辞典にも継承されている。また、sepatu の用例は一つを





宮武（1942a）: [Hind]帽子、topi wadja 鉄兜 
統治学盟（1943）: [Hind.]帽子（普通には topi は縁のある帽子を意味するが、元
印度では頭布、頭に巻く布に対して特に造られた帽子を意味してゐた。
topi ketajap 頭布 orang bertopi 帽子を着けてゐる人、ヨーロッパ人 topi 
wadja 鉄兜 
Wilkinson (1901): topi Hind. A hat, especially a solah topee- or sun-hat. Orang 
bertopi : Europeans generally. 
Wilkinson (1932): [Hind.] Hat. Originally (in India) any specially made hat or 
cap, in contr. to a mere kerchief or roll of cloth; cf. the difference between 
tailored and untailored garments. This old generic meaning is met with 
occasionally in expressions like topi terbus (tarboosh); t.ke~tayap 
(skulcap). More usually topi=hat (in contr.to cap):cf. orang bertopi (hat- 
wearers, Europian). of late years applied specifically by Europeans to 
sunhats or *solah topees*. 
 
 宮武（1942a）で挙がる topi wadja が Wilkinson にはない独自の用例として挙がってい
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 現代のインドネシア語辞典 Kamus Besar Indonesia（第四版）によると、gamparan は
下記の通り、端的に「木製の下駄」という説明を付している。 
 





    gampar *an 1. a game in which a tone is kicked around. 2. wooden sandals.  
    （Javanese-English Dictionary） 
    gamparan a kind of sandals with a knob between the toes 
    （Old-Javanese-English DictionaryPartⅠ） 
 
gamparan がジャワ語で下駄という単語であることは、Wilkinson の記していることと一致
する。ただし、宮武の示した人称代名詞としての gamparan は見いだせない。 
 いっぽうで、スンダ語の辞典（Koesman 1984）における gamparan のエントリーは次
の通りである。 
 
    gamparan, 1. alas kaki dr kayu, téklék; 2. panggilan kpd orang kedua yang  
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注 
1 本稿は 2017 年 2 月 28 日にマレーシア国民大学人文社会科学部で開催された「宮武正道の辞書お
よびマレー語辞書編纂についてのセミナー（Seminar Kamus Masamichi Miyatake dan 
Perkamusan Melayu）」において上田が発表した「奈良から見たヌサンタラの眺望――宮武正道の辞
書編纂プロジェクトを通じて（ “Pemandangan Nusantara dari Nara Menerusi Projek 
Perkamusan Miyatake”）」を改稿したものである。同セミナーは 2016 年に住友財団の助成を受け
て、筆者らが 2016 年に行った研究プロジェクト “Japanese Contribution in Malay Lexicography”
（助成期間: 2016 年 4 月～2017 年 3 月）の成果の一つである。記して感謝の意を表する。 
2 宮武が関わった辞書では、基本的に蘭領式のスペルが採用されている。 
3  Charles Nigg の A Tagalog English and English Tagalog Dictionary (Manila, 1904)の写真複製が
彼のもとに残されていたという（黒岩 2011: 152）。 
4 宮武の出版したマレー語辞書以外の教本を含めて、第二次大戦前の日本で出版されていたマレー語
学習関係の文献は、山口（1996）にまとめられている。 
5 そのほかに単語集、会話、文法書などが約 30 種類あるほか、マレー語で書かれた小冊子も数種出
版されていると宮武は記す（宮武 1939: 8-9）。 




















12 比較作業の行程で Winstedt（1922）による英語 -マレー語辞書も適宜参照した。 
13 衣服関連の語として、Picture Dictionary Bilingual (Bahasa Inggeris-Bahasa Malaysia) (KL: 




─  ─ 155 
ら当時の辞書に掲載されていない「レインコート」「パジャマ」「ヘルメット」「タキシード」などは




15 hidoep は当時のインドネシアの綴り方で、英領マラヤでは hidup と綴る。 
16 seloear は当時のインドネシアの綴り方で、英領マラヤでは seluar と綴る。 









21 当時のインドネシアの綴り方では sepatoe となり、英領マラヤでは sepatu と綴るが、同一の単語
である。 
22 上記の注と同じく、当時のインドネシアの綴り方では kasoet となり、英領マラヤでは kasut と綴
るが、同一の単語である。 
23 詳細は本稿の末尾に別表を作成したので参照されたい。 
24 加藤（2017）が「祖国（tanah air）」という語を取り上げて、19 世紀から 20 世紀に半ばに刊行
された辞書における意味を分析しているような作業が筆者らの念頭にある。 
  
上田 達、James T. Collins、Karim Harun 
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